
1液変成シリコーン樹脂系接着剤 木質床材・床束施工用

はみ出しや
床に付いても

簡単に
取り除ける！

床暖房用木質床材の
接着もできます。

MS−330
建築用接着剤

JAIA
4VOC基準適合

JAIA

F☆☆☆☆

※カートリッジと
　ジャンボガンは
　別売です。

ガン打ちも
 OK！

鋼製束の
接着にも！

解体も
しやすい！

先端
ノズル取付可

先端ノズルを付けると
均一に施工可！

プラスチック素材で
簡単に削れます！



木質床材・床束施工用

●詳しくは最寄りの営業所にご相談下さい。

セレクティ® MS−330は木質系床材接着に適した
1液変成シリコーン樹脂系接着剤です。

◎木質仕上げ材と合板・パーティクルボード・
　床根太等の木質下地材の接着
◎床暖房用木質床材の接着
◎床根太の接着
◎コンクリート下地への鋼製束、
　プラスチック束の固定

セレクティMS-330 備考
使用温度 5 〜 35℃

外観 ベージュ色ペースト状 目視
粘度 100 Pa・s/23℃　BH型,20rpm
密度 1.45 25℃ ,　容量法

張り合わせ
可能時間

60分/  5℃
30分/20℃
10分/40℃

目安

初期硬化 16時間/20℃ 目安

◎低臭・健康住宅対応
厚生労働省シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会から個別の
揮発性有機化合物室内濃度に関する指針値または指針値案が示されて
いる14物質（ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼ
ン、エチルベンゼン、スチレン、クロルビリホス、フタル酸ジ-n-ブチル、テ
トラデカン、フタル酸ジ-n-エチルヘキシル、ダイアジノン、アセトアルデヒ
ド、フェノブカルブ、ノナナール）、木材保存剤、防錆剤や有機溶剤を原料
に使用していません。

◎除去しやすい
施工時床材塗装面にはみ出した接着剤が、容易に除去できます。

◎解体しやすい
硬化物が弾性体のため、リフォーム時に皮すきを使用して容易に床板を
取り外すことができます。

◎1液
計量混合の必要が無く、配合ミスの心配が要りません。

◎使いやすい
ノズル付きアルミパック入りなので特別な道具なしで使用できます。

◎床鳴り防止
接着により床鳴り防止効果を得られ、接着剤が原因の床鳴りの発生も 
有りません。

◎非危険物
消防法の危険物に該当しません。
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●接着する面の水分、ゴミなどの汚れをよく取り除いて下さい。
　下地の強度が低い場合は、プライマー等を使用して下さい。
●室内の温度が5℃より低い場合は硬化が著しく遅くなりますので、 

室温を5℃以上に上げてから施工して下さい。
●ノズル先端の径が約3〜10mmとなるようにカットして下さい。
　約45度の角度で手前に引くようにしながら、塗布します。
   （塗布巾：3〜10mm）
●後付けノズルを取り付ける場合は、後付けノズル取付位置目安へ取り付け

てからご使用下さい。
●接着剤塗布後、すみやかに貼り合わせて下さい。
　貼り合わせ可能時間目安：60分/5℃、30分/20℃、10分/40℃
●不必要なところに付着した接着剤は、硬化前にウエス等で除去して下さい。
●貼り合せ後、釘打ちを行って下さい。
●使用した工具に付着した接着剤は、硬化前にシンナー、ウエス等で 

除去して下さい。

主な用途 一般性状

特長 使用方法

●接着剤以外の用途には使用しないこと。
●火気のあるところでは使用しないこと。
●使用時には次の保護具を着用すること。（●保護手袋 ●保護眼鏡）
●次の物質との接触を避けること（● 水）
●取扱い後は、うがい、手洗いを行うこと。
●使用前に本製品に関する技術資料およびSDSを参照すること。

注意事項

NET：800g×20本／ケース
荷姿

MS−330


